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介護署名提出２・６院内集会が、２月６日に衆議

院議員会館内で開催され、１０１人が参加しました。

集会は、中央社保協、全労連、全日本民医連の三

者の共催で開催され、集会に駆けつけた日本共産党

の高橋千鶴子衆議院議員と倉林明子参議院議員に、

１７万１１４０人分の署名を手渡しました。

集会の冒頭、全日本民医連の林泰則事務局次長に

よる「どうなる介護？

介護報酬２０１８年

改定」の学習会を行

いました。

集会では、中央社

保協の山田代表委員

の主催者あいさつを受け、現場からの訴えを全日本

民医連、神奈川社保協、福祉保育労、東京医労連、

広島県労連などから行い、介護現場の困難な介護実

態や介護労働者の厳しい賃金・労働実態などが語ら

れました。

集会の最後に、あいさつに立った全労連の岩橋副

議長は、行動提起として①介護署名は通常国会中の

５月末まで取り組むこと、②介護報酬改定の内容と

問題点を学習することなどを呼びかけました。

集会終了後には、衆参の厚労委員と地元国会議員

を中心に国会議員要請行動を行い、介護の要望書

「私の一言」８０人分を議員に届けました。

２月７日、中央社保協は「２０１７年度全国代表者会

議」を開催し、２２都道府県１５中央団体から６２人が

参加しました。

住江代表委員の開会あいさつを受け、山口事務局長が、

２０１８年総会までの折り返し地点となる現在の運動の

到達と今後の重点について

基調報告報告を行いました。

討論では、６団体１４社

保協が国保料や滞納差押え、

介護保険や生活保護問題な

どで発言しました。

討論を受けて山口事務局

長がまとめを行い、地域医

療と労働者を守るたたかい、福祉の共同行動や国保料

（税）を引き上げさせないたたかいなどの共同を広げよ

うとまとめました。

代表者会議の１２時から１３時の間で、「さらに広げ

よう子ども医療費助成制度」院内集会を開催し、署名提

出行動を行いました。



２月５日、渋谷社保協は介護保険の学習会を笹塚

区民会館で開催し７０人が参加しました。

講師の林泰則さん（全日本民医連事務局次長）か

ら、社会保障改悪の全体像、２０１７年の地域包括

ケア強化法で定めた改悪の内容とスケジュール、各

区市町村が推進する自立支援や共生型サービスの問

題点、介護報酬改定の動向や今後の課題などについ

て講演が行われました。

地域包括ケア・地域共生社会の名で介護を切り捨

て、支え合いや安上がりな介護を住民に押し付ける。

介護保険を使わせないための自立支援の強化、家事

援助の利用制限など、「保険あって介護なし」の実

態をさらに悪化させる改悪内容と問題点を具体的に

知ることができました。自立支援の強調と誘導は、

必要な介護を受けさせない「虐待」となることが懸

念されます。

改善の運動課題として、国に物を言っていくこと。

介護保険事業計画の具体化を担う自治体に、問題点

や現状などを現場から

伝え、自治体に改善を

迫って行くこと。介護

保険財政は黒字であり、

基金もありこれを活用

させていくことや国に

対して意見をあげさせ

ていくことが大切だと

提起されました。

討論では、ケア

マネージャーから

は「区からケアマ

ネは強力する立場

と強調されていて、

プラン作成へのプ

レッシャーとなっ

ている」、介護事

業者からは「介護

報酬も下げられ、人材難もあり、この先やっていけ

るか不安」と現場の実情が話され、利用者家族の方

からは「要介護３の夫を介護している。保険料は２

０万、今日の話しを聞いて、まさに命が削られよう

としている。２５条の生存権を堅持させたい」と報

告があり、参加者からは、「年金から保険料負担が

２割も引かれて本当に酷い」などの怒りの声も寄せ

られました。

最後に、今年改定される介護保険料について、

「引き下げの請願」をしていくために署名を集め、

３月議会に提出していくことが提起されました。

（渋谷社保協ニュースより）

大田社保協は２月

９日、「国民健康保

険の負担軽減を求め

る請願」を大田区議

会に、署名９２６筆

を添えて提出しまし

た。

請願の紹介議員は共産党の清水議員にお願いし、

請願提出にあわせて各会派要請を行いました。フェ

アな民主主義の北沢議員は、趣旨に賛同しますが、

「国保は広域化が決まっているので、今回は紹介議

員になれないが、委員会に付託されれば討論で頑張

ります」と回答。公明党は「どの紹介議員にもなっ

ていないので」と回答しました。

（大田社保協通信より）
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２月１４日、巣鴨駅前定例「４の日宣伝」行動を

行ないました。

この行動には、東京社保協から２５人（内東京土

建２０人）、中央社保協６人の合計３１人が参加し

ました。当日は、リレートー

クを行いながら、署名・宣

伝、署名ハガキ付きチラシ、

３０００万署名ハガキの配

布、介護無料相談・血圧測

定を行いました。

この行動で、署名９７筆

（社会保障拡充４７筆、９

条署名２０筆、介護３０筆）

が寄せられ、署名付きチラ

シを約１７００個配布しま

した。

中野なんでも相談会実行委員会は１月２4日、先

日の雪が残る寒さの中「なんでも相談会」を行い１

８人が参加しました。

相談内容は、「特養に入っているが、食事規制な

ど厳しく、在宅に戻せるか」や通院相談、相続問題

など医療相談６件、生活相談２件、法律相談５件の

合計１３件の相談がありました。

（なんでも相談会実行委員会ニュースより）
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